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爆/28～ 5/1:こか:す て機の手の活動あり発ξと等ごぎしヽました。4躍 :婁 糞茶:轟みのイベン

トの率備から当日の接待、それに片付けまで、猫の手の皆さん:こ 何から何までお世話に

なり無事開催できました。大変す:`]っ たと思います。やることばかりで私一人ではどうに

もならず途方に暮れてし`たのですが本当に動かりました。ありがとうござしヽました。

お茶摘みツアーは新型コ回ナで 2年間開催できず、今年もどぅしょうか迷いましたが、

蔓延防止等の重点措置が解除され、種の手の皆様の後押しもあり、参加くださる皆様の

ご専額を拝したし`とし`う言菫し`悪も`から、少し墓盤喬で辱た力く聞催させてしヽただきました。

準(驚 もままならない中、前々目から猫の手クラブの皆様や応援してくださる皆様が駆

:す付 :す てくだ萎り.基芸4理の準鐘から会場の設営までしてし、ただきゃっと開催できまし

た。陰で支えてくださつた皆様に感襲1で す。

4/28 しヽつもの様に元気村と遠鉄ス トアにて活動期間内の食材の買物

自宅:こ着き農作業の準備、そして、3月 :こ 入うてすく:゙こ糞茶聾!り ができるよう

常森と東ダレの茶国のツル取りと革メliサ をやってし`ただきました。

4//29 午前中、会場の前庭や自宅周辺の草刈り、それに会場の設営、散策道の整備

午後は、買物 :」 ストの作成、それをもとに手分けでィベント当爾の食材から資

材の調達、買物をしてしヽただきました。

4/30 少し早起きをして受付など当日の受け入れ準備、そして、それぞれ持ち場に散

ってぃただき、受付、山業やタケノ璽堀等の会場案義、焼き肉、天応:ら 、餅つき、

ソバ打ち、お料理の配E善などの段取りや実務をこなしていただきました。

糞茶纂鼻ッァ_ィ ベント終了 罐番撃後!よゲス トルームでの 2次会で重り上がり

」ゴ ! 4_
びヽ ′ヽ′・_o

5/1 イベントの後始末、片付けをやつていただきました。

このお茶摘みのイベントが開催できたのも参加 くださつた管義と猫の手の管様のお

力があつてこそです。感謝です。

それからこのイベントに当呼それぞれの音様から沢山の差入を頂きました。みんなで

美味塁くしヽただきました。本当にありがとうございました。

私は、厚正さんに比べればまだ若いのですが、年を重ねるうちに忘れ物が多く、パソ

コンの不調で不手際が多く翼ピーした写真データが無くなり何回もやり直すなど仕事

が遅くなったうえに余分な仕事ばかりしてし`て肝心な仕事ができず、写真やメッセージ

をお送りするのが大幅に運れ、厚正さんには大変ご迷惑をおかけしてし志いました。華

抱強く待ってし、ただし、た二≧:こ も感重象です。基りがとうござしヽました。
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